
プログラム日時

場所

対象

事例発表団体

＊お申し込み後、ご登録のアドレスに受付確認の返信メールをいたします。

お申し込み

令和6年度小さな拠点・地域運営組織形成支援事業
主催：福島県企画調整部地域振興課　共催：会津若松市
運営・お問い合わせ先：みらいくる「持続可能な地域コミュニティ共創カレッジ」事務局
　　　　　　　　　　　✉️staff@miraikuru.org　　　　　　　　　　　　　　　　　

作成：令和6年7月8日

８月 ２日(金)

1 3 : 3 0〜15 : 0 0

令和6年度小さな拠点・地域運営組織形成支援事業

持続可能な地域コミュニティ共創カレッジ

定員：50 名

自治区長（区長）、地域活動に取り組む
住民の方、市町村職員、集落支援員、
地域おこし協力隊　など

会津若松市生涯学習総合センター
　研修室5・6
　会津若松市栄町３−５０

（開場13:00）

出前講座
　人口減少・少子高齢化の進展により、地域の役員の成り手不足、高齢者の移動の問題、自
治会の運営など、地域には様々な課題が現れてきています。
　この催しは、地域コミュニティを持続可能なものにするために取組を進めている、様々な
地区の事例を学べる出前講座です。
　これからの地域の活動に活かせるヒントがたくさんありますので、ぜひご参加ください。

①県の取組説明
　福島県の施策を説明します。
②事例紹介
　湊、大戸、北会津、河東、永和地区など、会津
　若松市内各地区の取組事例等を紹介します。
③事例発表
　奥川地域づくり協議会の取組事例を発表いただき
ます。
④質問・共有タイム
　参加者同士で感想を共有しましょう。

地域コミュニティを考える

in会津若松

　西会津町奥川地区の地域運営組織。令和５年２月設立。
　人口約570人、人口減少が著しい同地区を持続可能なものとする
ために住民有志が設立し、話し合いを重ねながら地域ビジョンを
策定。
　首都圏の大学生と連携し、交流しながら地域活動を手伝う
「未来型結」の取り組みなど、先進的な活動を行っている。

※持続可能な地域コミュニティ共創カレッジ：小さな拠点・RMOづくりに必要なスキルを実践的に学ぶほか、同じ思いを持つ
仲間との交流などを通じて、持続可能な地域コミュニティの共創を目指す事業です。

奥川地域づくり協議会

会津絵若松市役所地域づくり課　電話　0242-39-1202　FAX 0242-39-1403

右の二次元コードよりお申し込みいただくか、
以下までお電話、FAXでお申し込みください。
（お名前、ご住所、電話番号をお伝えください。）

締切り：７月26日（金）

申し込みフォーム

事業紹介ページ


